


・ 普通科 １学年９クラス３６０名定員 

 

・ 四年制大学進学率 約９５％ 

 

・ 「情報」はなんと 

     ３年次履修 
         (2022年度現在) 

 



普通科進学校あるある 
 

 ・ 専任の配置遅め（2020年初専任として田中配属） 
 ・ 授業内容は非常勤講師に…… 

 ・ パソコン教室としての２単位 
 

         ⇒ ３年生の脳内では「情報≒体育」!? 

対策 
 『大学進学後にも有用な能力の養成を見越す』 
   ・ 知識どうしを関連付けた未知のことがらの推測 

   ・ 自説の言語化、対話を介した意見の共有と深化 

   ・ 全体に向けた自説表明のための創意工夫 



「情報Ⅰ」展開に必要なマインドセット（再々掲） 
 
① 最新情報技術へのキャッチアップと 

                                              先生自身のアップデート 

 

② 深化・高度化する指導要領の前向きなダウンサイズ 

 

 

③ レクチャーからコーディネートへのスキーム変換 



時程 単元 主な内容 

§１～４ 情報デザイン・プレゼンテーション ピクトグラム制作とその個人プレゼンテーション 

§５～14 情報のデジタル表現 
アナログとデジタル、データ量の表現、画像・動画・音声
のデジタル表現、拡張子、文字コード 

§15～17 コンピュータのしくみ コンピュータの構成、（文）立体視（理）論理回路 

§18～23 
モデル化とシミュレーション 
情報デザイン 

表計算ソフトを利用したサイコロの出目調査とそのビジュ
アル化 

§24～34 

（文） Webプログラミング 
HTML/CSS/Javascriptを利用したWebプログラミン
グによる情報発信 

（理）データベース・プログラミング 表計算ソフトのデータベース的利用とVBAによる処理 

§35 ネットワーク IPアドレスとドメイン名 

§36～50 
問題解決・著作権・情報デザイン 
データの分析・プレゼンテーション 

卒業研究 
（仮説立案、検証実験、論文執筆、グループプレゼンテー
ション） 

２０２１年度に実施した授業内容 



位置づけ（主題） 
本授業における言語活動の定式化 

学習単元ダウンサイジング例の提示 

 

目標 
・ 考えを言語化し、他者の意見との共有を図らせる 

・ 学習内容の日常生活との関わりを認識させる 

・ ことばを用いて制作物を表現させ、 

       評価までの一連のプロセスを体験させる 











 
・人に伝えるデザインはこんなに難しいんだと感じた。社会に
出たら自分が主体として生きなければならないので、その練習
としても良いと思った 

 

・自分の考えを他人に伝えることは意外にも難しく、また他人
の考えを自分の中で理解することも難しいということを学んだ 

 

・プレゼンテーションの時にもっと図を示したり、聞いている方
々の目を見たりしながら話せたら、よりデザインの良さや実用
性を伝えられたと思ったので、次は改善したい 



 

１．生徒の記憶に残る情報の授業を 

 

２．毎年１つ、新しい授業に挑戦を 

 

３．先生方の授業実践事例の共有を 



 

田中 健（たなか けん）  

愛知県立高蔵寺高等学校 所属 

                 
                  がお送りしました！ 

You can reach me @ 


